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2年間で急性期看護の土台となる看護実践能力が身につく、 病院全体で支える研修プログラム！

◎BLSの知識・技術を習得し 救急対応として実践に活かすことができる

◎基礎看護技術到達目標を達成する

◎定期的に自己を振り返り、看護師として成長できる

◎現場を想定した演習を重ね、臨床に活かすことができる

1年目教育の目標
◎協働するためのコミュニケーションスキルを身につける

◎院内の救急システムを把握し、活用方法を知る

◎看護師の基本となる倫理綱領を再確認する

◎フィジカルアセスメントの基礎を身に付ける

◎2年目の目標を明確にし、具体的な行動を考える

◎問題解決能力の必要性が理解できる

◎ICLSについての知識・技術が習得できる

◎メンバーシップ・リーダーシップについて理解する

2年目教育の目標

教育プログラムEducation

【主な研修内容】フィジカルアセスメント／

救急救命／注射技術／輸液ポンプ・シリン

ジポンプ／心電図／モニターアラーム対応

／経管栄養／胃管・胃瘻管理／排泄援助／

体位変換／薬剤管理／輸血管理／検体取り

扱い／感染管理／NST／食事介助／口腔

機能管理　etc.

1年目の9月に院内研修で、BLSヘルスケア

プロバイダーを取得していただきます。

資格の取得が目標ではなく、くり返し研修し、

臨床で使える知識・技術として身につけるこ

とを目標にしています。

4月の1か月研修の振り返りと

1年間の目標設定

2年目の目標の確認

急変対応の基礎知識

フィジカルアセスメント

緊急薬剤管理

人工呼吸器管理

気道管理・除細動器

ICLSのアルゴリズム

症状別初期対応

チーム医療について

災害医療

看護倫理

目標の振り返りと次年度以降の目標設定

プリセプターとの合同研修

看護専門職について

救急看護（BLS）

フィジカルアセスメント

ケースレポートについての説明

★AHA BLSヘルスケアプロバイダーコース取得

チームステップスについて

多重課題

薬剤管理

リフレクション

画像の見方

摂食嚥下

1年間の振り返りと2年目への目標設定

★4月の1か月研修

BLSヘルスケアプロバイダー取得

充実した1か月の集合研修で
自信をつけて、5月から
病棟デビューです

5月から病棟配置

★ケースレポート発表

★ICLSシミュレーション

★ICLSシミュレーション
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1年目研修 2年目研修

4月の1か月研修

当院では、卒後2年間は、毎月1回同期全員

での集合研修を行っています。

2年間で計24回の研修を行い、急性期看護

の土台となる看護実践能力を身につけて

いきます。

また、集合研修は同期同士で情報交換をし、

互いの成長や課題を共有できる機会でも

あります。

毎月1回の集合研修

当院では、BLS、ICLSのプロバイダー資格

を院内で取得できる体制を整えています。

当院のスタッフにインストラクターが多数

おり、BLSとICLSの両コースを定期的に

院内で開催。外部研修を受けなくても、院

内でプロバイダー資格を取得できます。

ICLSとは、「Immediate Cardiac Li fe 

Support」の頭文字を取った略語です。

突然の心停止に出会った時にどのように

対処すべきか？を学習するコースになって

います。

BLS・ICLS院内取得制度

ICLSとは？


